
産業への活用方向

関係する大学・企業等

研究室概要

特記事項

技術要点説明

研究技術内容

○シーズの熟度
　「岡谷商業活性化計画」における重点施策の「重要度」「優先度」の算出に活用している。
　 岡谷商業活性化計画については、岡谷市ホームページを参照のこと。

研究分野 社会システム工学、政治学

主研究テーマ 多基準意思決定支援法の開発、エビデンスに基づく政策決定支援法の開発

主要キーワード 階層分析法（AHP/ANP）、政策評価、地方自治評価

研究室 HP

・（米）ピッツバーグ大学（AHP/ANP の研究開発拠点）

・階層分析法等活用し、製品やイベント等に対する顧客の主観を数値化し、顧客ニーズを把握できる。

【主なテーマ】
・「誰一人取り残さない」社会を実現するための評価研究
・参加型評価の強味を生かした階層分析法AHPの不完全一対比較行列による重み推定法の開発
・ネットワーク型分析法ANPを活用した参加型評価手法の開発

工学部  共通・マネジメント教育センター
教授　飯田　洋市意思決定手法を活用した参加型評価手法の開発

Merits
（BOCR）1.Benefits 2.Opportunities 3.CostsANPモデル 4.Risks

Benefitsと同様
Economic Social Etc.Politcal

Etc.Trade Employment

ANPはAHPの拡張

モデル。BOCRモデ

ル等が知られるが

日本での活用例は

（少）ない。
Synthesis of the alternatives using ratings

Synthesis of alternatives for the control criteria under each of the BOCR

Rating of top alternative for each of the BOCR with respect to Strategic Criteria

A network of influences under each control （sub）criteria

Adapted from: Theory and applications of the Analytic Network Process, T. L. Saaty, 2005.

Control
Criteria & 
Subcriteria

AHPモデル
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